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１．はじめに 
 織物は、たて糸とよこ糸が交差して成り立

っています。織物を構成するたて糸とよこ糸

の交錯のしかたを示す最小の単位を組織と呼

びます。図１（ａ）に示す織物では、破線で

囲んだたて糸 3 本、よこ糸 3 本が組織です。
組織は組織図で表されます。組織図の行をよ

こ糸に対応させ、列をたて糸に対応させます。

たて糸がよこ糸の上を通っている交差点を■

で表し、よこ糸がたて糸の上を通っている交

差点を□で表します。図１（ａ）の織物を組

織図で表すと同図（ｂ）になります。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
２．織物にならない組織図 

 組織図は、方眼紙のマス目を白と黒に塗り

分けたもので作成します。しかし、組織図に

よっては、実際に織物にならない場合があり

ます。図２（ａ）の組織図では、一番上の行

はすべて白いマス目です。この場合、対応す

るよこ糸は一度もたて糸と交差しないので織

ることはできません。同様に、図２（ｂ）の

１行目はすべて黒いマス目ですので、これも

織ることはできません。これは列に関しても

同様です。 

 
 
 
 
 
 
３．１枚の織物にならない組織図 

組織図の中には、１枚の織物にならないも

のがあります。図３（ａ）に示す組織図の織

物を同図（ｂ）に示します。この織物では、

黒い糸と白い糸は、一度も交差しないので、

黒色の織物と白色の織物の、２枚の織物に分

かれます。 

 

織物とグラフ理論 

 
 
 
 （ｂ） （ａ）
 図３ ２枚の織物に分かれる場合（１）
 
では、図４（ａ）に示す組織図１）の織物は

どうでしょうか。この組織図は糸の本数が多

く、２枚の織物に分かれるかどうかを判断す

るのは難しそうです。 
 
 
 
 
 
 （ｂ） （ａ）
 図４ ２枚の織物に分かれる場合（２） 
 

（ａ） （ｂ） 

図１ 織物と組織図 

与えられた組織図の織物が２枚の織物に

分かれるかどうかは、グラフ理論の分野にお

ける強連結成分の考え方により判定すること

ができます２）。グラフ理論とは、数学の一分

野で、電車の乗り換え案内図や電気回路図な

どのように点と線で構成されるものをグラフ

とし、その性質を研究する学問です。図４（ａ）

の組織図の織物は、同図（ｂ）に示され、２

枚の織物に分かれることがわかります。 
４．まとめ 

 織物の組織図はグラフ理論になじみやすく、

グラフ理論の分野の成果を、織物の分野の問

題解決に使うことができます。 
 当センターでは、グラフ理論を用いて複雑

で変化に富んだ模様の織物を織る新技術を開

発しました３）。今後はこの技術を繊維業界に

活用していただくため、講習会や技術相談・

指導などにより成果の普及を図っていきます。 
（ａ） （ｂ） 

図２ 織物にならない組織図の例 参考文献 
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